
厚生労働省から 脳・心臓疾患の労災認定基準の改正について
　厚生労働省では、脳・心臓疾患の労災認定基準を改
正し、「血管病変等を著しく増悪させる業務による脳血管
疾患及び虚血性心疾患等の認定基準」として、令和３年
９月14日付で厚生労働省労働基準局長から都道府県労
働局長宛てに通知した（基発0914第１号）。
　脳・心臓疾患の労災認定基準については、改正から
約20年が経過するなかで、働き方の多様化や職場環境
の変化が生じていることから、最新の医学的知見を踏ま
えて、「脳・心臓疾患の労災認定の基準に関する専門検
討会」において検証等を行い、令和３年７月16日に報告
書が取りまとめられた。厚生労働省では、この報告書を
踏まえて、脳・心臓疾患の労災認定基準を改正したもの
であり、この基準に基づいて、迅速・適正な労災補償を
行っていくこととしている。

【認定基準改正のポイント】

●長期間の過重業務の評価に当たり、労働時間と労
働時間以外の負荷要因を総合評価して労災認定す
ることを明確化

●長期間の過重業務、短期間の過重業務の労働時間
以外の負荷要因を見直し

●短期間の過重業務、異常な出来事※の業務と発症と
の関連性が強いと判断できる場合を明確化

●認定基準の対象疾病に「重篤な心不全」を追加
※労災認定要件の一つ。「極度の緊張、興奮、恐怖、驚がく等の強度の精
神的負荷を引き起こす事態」（精神的負荷）、「急激で著しい身体的負荷を
強いられる事態」（身体的負荷）、「急激で著しい作業環境の変化」（作業
環境の変化）の３種類。

詳細については以下のURLより
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21017.html
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【お詫びと訂正】

　本誌106号29ページの「情報スクランブル」左段最下段～右段２行目におきまして、以下の通り誤りがございまし

た。訂正させていただくとともに関係者・読者の皆さまにご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

（※当機構ホームページには訂正したものを掲載しています）

　　　　誤：申請は各地の労働基準監督署等で受けつけ、厚生労働省が被害の内容を審査・認定し、　

 　

　　　　正：申請は厚生労働省で受けつけ、同省が被害の内容を審査・認定し、
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